
福井県ツキノワグマ狩猟者育成研修

東京大学大学院博士課程
北川 真紀 氏

1989年滋賀県出身。東京大学大学院総合文化研究科博士課程在籍。
専門は文化人類学。野生動物や植物、ウイルスなどを含めた自然とひと
の関わりを研究。2020年からの2年間福井県大野市に住み込み、動物
感染症の対策やツキノワグマの市街地出没など防疫・鳥獣害対策を
主要な対象としてフィールド調査を実施してきた。

クマ猟をつなぐ
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（一社）福井県猟友会相談役・大野支部顧問
野尻 辰雄 氏

1943年大野市出身。1964年から狩猟を始め、狩猟を通して山
や鳥獣の移り変わりを見つめてきた。初めて県内でクマの大量
出没が発生した2004年以降は、最前線でクマの出没対応にも携
わる。また、2019年まで長年大野支部の支部長として支部の運営
や若手の育成にも尽力してきた。
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参加申し込み / お問い合わせ

福井県安全環境部自然環境課  0776-20-0306　〈お名前〉〈お電話番号〉をお知らせください。

「ono_hunters」

青年部の
活動更新

中！

20～40代の若手を中心に2020年から活動を開始。狩猟に関するメンバー間
の情報交換や共同での罠猟や先輩猟師を講師として様 な々研修を企画。
また、今年度からは隔月で「狩猟ナイト」を開催し狩猟の魅力を広く普及
する活動も始めている。 3/24（金）には“春熊猟”をテーマに開催予定。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳細はInstagramをチェック

スマートフォン・パソコン 以下のURLまたはQRコードから申し込みフォームをご利用ください。
https://forms.gle/VUoHFwBeJSKUDShn6

FAX 　裏面の申し込みフォームをご利用ください。

T E L

申し込み用 QRコード

13 : 00 ～ 16 : 00
3月25日(土)
2023年

結とぴあ 305・306 大野市天神町1-19

若手研究者がみた猟師と熊の関わり
ー 大野の春熊猟と熊出没対応を経験して ー

大野市の伝統的な熊猟と
その技術の伝承

猟師になってみて、そしてこれから

福井県猟友会大野支部青年部

狩猟に興味のある方
クマの出没が気になる方

etc...
どなたでも参加OK

いずれかの方法でお申し込みください。【 申込期限：3/23（木）】



切り取らずこのまま送信してください

 　

開催にあたって

主催：福井県安全環境部自然環境課
共催：福井県猟友会大野支部・大野市農業林業振興課 
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開会あいさつ

福井県のツキノワグマを取り巻く状況
　（自然環境課主任  西垣 正男）

若手研究者がみた猟師と熊の関わり ー大野の春熊猟と熊出没対応を経験してー
　（東京大学大学院  北川 真紀）

大野市の伝統的な熊猟とその技術の伝承
　（（一社）福井県猟友会相談役・大野支部顧問  野尻 辰雄）

トークセッション  猟師になってみて、そしてこれから
　（福井県猟友会大野支部青年部：巴 義和・矢原 瑛美・前底 智秀・高崎 智裕）

狩猟なんでも相談会

閉会１６：００

FAX参加申込書フォーム　福井県自然環境課  行      ( FAX：0776-20-0635 )
参加者名
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　福井県猟友会大野支部では、昭和の時代以前から
伝統的なクマ猟が行われ、現代までその狩猟文化が
継承されています。今回、文化人類学の研究者と
同支部のベテラン・若手狩猟者の各立場から、クマ猟
の魅力および狩猟で培った捕獲技術・チームワークに
よって市街地に出たクマといかに対峙したかの経験に
ついてお話いただきます。
　近年、ツキノワグマによる人身被害が懸念されて
おり、この研修会を通じて、人とツキノワグマとの共存
に必要な捕獲技術や知識を持った狩猟者の育成・確保
を目指します。


